
令和３年度第１回 安城市総合計画審議会 議事（要旨） 

日 時 令和３年６月２５日（金） 午後２時～３時４０分 

場 所 へきしんギャラクシープラザ（文化センター）３階 大会議室 

出席者 委 員 加藤研一会長、太田千尋副会長 

飯尾歩委員、杉浦昭子委員、安田孝美委員、久恒美香委員、

渡邉裕子委員、岩月豊委員、神谷明文委員、沓名俊裕委員、

戸田こず恵委員、笠原昇悟委員、菊智ゆき委員、宮澤和枝委

員 

（ＷＥＢ出席） 

深谷誠委員、伊藤朝野委員 

事務局 市長、副市長、教育長、企画部長、行革・政策監、 

関係部長級幹部・課長、健幸=ＳＤＧｓ課長、健幸=ＳＤＧｓ

課長補佐、健幸=ＳＤＧｓ課職員 

次 第 １ 市長あいさつ 

２ 議題 

 （１）第８次安城市総合計画（後期計画）の実績報告について 

 （２）第２期安城市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告につい 

   て 

 （３）地方創生推進交付金・拠点整備交付金地方創生応援税制（企業版 

   ふるさと納税）に係る事業の令和２年度実績 

３ その他 

 

１ 市長あいさつ 

皆様、こんにちは。本日は、大変ご多用の中、令和３年度第１回総合計画審議会にご出席

をいただきまして、誠にありがとうございます。 

愛知県でも、５月１２日から３回目となります緊急事態宣言が発出されるなど、昨年度か

ら続くコロナ禍は、依然として市民生活に大きな影を落としております。 

そのような状況下において、切り札となるワクチン接種でありますが、本市では４月１９

日の老人福祉施設での接種を皮切りに、５月１０日には６５歳以上の方へ接種クーポン券

を発送し、予約ができた方から順次接種を実施しております。また、予約に際して、ＷＥＢ

での予約を希望する方へ、市職員による予約支援を実施いたしました。今のところ大きな混

乱もなく、大変順調に進めることができていると考えております。 

そして現在は、年齢を下げながら、順次接種の対象者を広げております。本日付けで４０



～５９歳の方へ接種クーポン券を発送しており、段階的に若い世代への接種を進めてまい

ります。 

また、コロナ禍の影響による家計、事業への負担軽減、景気の底上げを図るため、市独自

の施策となります、「安城プレミアムお買物券発行事業」を、昨年度に引き続き、今年度も

実施いたします。 

今後も日々変化する状況を踏まえ、安全安心な日常生活や正常な社会経済活動の復活に

向けた施策を適宜進めてまいります。 

高齢化社会の到来に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大という想定外の事態に

見舞われる今の状況は、「自分が健康でありたい、そして、家族も健康であって欲しい。」と

いう願いをより切実なものとし、「健やか」こそが市民生活の幸せの根幹をなすものである

と気付いていただく契機となったように思われます。 

第８次総合計画で目指す、市民一人ひとりが「健やか」、「幸せ」を実感できる「健幸（ケ

ンサチ）」なまちづくりのためには、現在進めている各事業の成果を客観的に分析・評価す

ることが必要となります。皆様のご審議とご意見を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

なお、今、申し上げましたケンサチまちづくりは、国際社会の共通目標でありますＳＤＧ

ｓに設定された２０３０年までに達成すべき１７のゴールを目指すことにもつながるもの

と考えております。 

「ケンサチはＳＤＧｓ」のスローガンのもと、各事業間での連携、公民連携を通じてケン

サチまちづくりをより強く推進してまいりますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上

げます。 

今回の審議会では、昨年度から新たにスタートした第８次安城市総合計画の後期計画「ケ

ンサチ２．０」及び第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況についてご報告させ

ていただきます。また、地方創生関係交付金を活用した事業等の実績についても、合わせて

ご報告をさせていただきます。 

なお、総合計画審議会委員としての皆さま方の任期でありますが、本年８月９日までとな

っております。今後、安城市附属機関の設置に関する条例の規定に基づき、委員の改選を行

いますので、このメンバーの皆さんで集うのは、本日が最後の審議会となります。改めまし

て、委員の皆様方のご尽力に、感謝申し上げます。３年間、大変ありがとうございました。 

 以上、長くなりましたが、私からのごあいさつとさせていただきます。 



 本日もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

２ 議題 

（１）第８次安城市総合計画（後期計画）の実績報告について 

【加藤研一会長】 

皆さんこんにちは。それでは早速議事に進みたいと思います。 

本日は、（１）第８次安城市総合計画（後期計画）の実績報告について、（２）第２期安城市

まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について、（３）地方創生関係交付金を活用し

た事業の実績報告についての３つの議題について、ご審議をいただきます。 

それでは、まずは（１）第 8次安城市総合計画（後期計画）の実績報告について、事務局

より説明をお願いします。 

（事務局説明） 

【加藤研一会長】 

はい。ただいまの事務局からの第８次安城市総合計画の進捗について説明がありました

が、ご意見、ご質問がございましたら発言をお願いします。 

【飯尾歩委員】 

先ほどの三河安城駅周辺のパワーアップ再生プロジェクト。補助がつかなかったので手

づくりでやったというところをもうちょっとご説明いただけますか。何をするつもりだっ

たのかを。 

【都市整備部長】 

都市整備部長の宮地でございます。よろしくお願いします。先ほど説明のとおり昨年度は

コロナ禍で活動の幅が制約されたということで、職員で活動させていただいたわけでござ

いますが大きく３点ございます。 

１点目は街を使う活動としまして地域の活動者を中心に、公園や広場などの公共空間を

柔軟に使わさせていただきまして、マンションですとかそういったイルミネーション、こう

いったものを行いました。また公共空間だけではなくて、駅前の民有地もお借りしながら、

ランチ販売そういった活動をさせていただきました。 

２点目は、まちを深く知るということで地域の活動団体と意見共有会ということで、これ

は「つかう・meet」という組織を立ち上げまして、大学生ですとかあるいはオフィスワーカ

ーなどを巻き込みながらイベントをする活動をさせていただきました。 

それと、３点目は、まちなかウォーカブル推進事業という５か年計画を作らさせていただ

きました。 

これが国土交通省から評価をされまして、全国で１３都市の中にそういったまちづくり

の活動が評価されまして、昨年末に安城市のこの活動が、モデル都市として指定をされたと

いうことで、指定をされたことによってこの活動に国の補助金が入るというようなそうい

った活動でございます。以上でございます。 



【飯尾歩委員】 

ごめんなさい。ちょっと理解が。要するに補助がつかなかった分をこのマルシェにしても、

つかう・meet にしても、ウォーカブル５か年計画にしても、やれる範囲で独自に組みかえ

たという解釈でよろしいですか。それともウォーカブルの部分が後からついてきたという

感じ。 

【都市整備部長】 

そうですね。そのようなご理解で。 

【飯尾歩委員】 

いや、とても素晴らしいことだと思いましたので。ありがとうございました。 

【加藤研一会長】 

他にございますか。はい、お願いします。 

【沓名俊裕委員】 

安城商工会議所会頭の沓名でございます。 

報告の中でですね。安城プレミアムお買い物券発行事業の９ページにありますけれども、

安城市のですね、このコロナ禍でもう随分商店街を中心ですね、かなり疲弊しているところ

をこのようなプレミアム券を発行していただきまして、かなり大盛況でございます。 

やはりこのコロナで飲食の店を筆頭に商店街の人たちが中心にかなり疲弊しておりまし

たので、そういった面で非常に助かったと。非常にうれしい声をたくさん聞いておりますの

で、この場を借りてお礼申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。  

このコロナで今年の安城七夕まつりも中止ということになりまして、非常に残念ではあ

りますけれども、これ以上の感染爆発はどうしても避けなきゃいけないということでやむ

を得ないことだというふうに思います。こういった環境で飲食をはじめ各商店街の人たち

が非常に困っているところを安城市長をはじめ皆様のおかげでプレミアム券を発行するこ

とができました。大好評でございますので、安城市のこのプレミアム券についての事業、私

からも本当にお礼を申し上げる次第でございます。これからも安城市の健全な経営をよろ

しくお願いしたいと思います。どうもありがとうございました。 

【産業環境部長】 

ありがとうございました。今年度もプレミアム商品券をやらさせていただきまして、その

節には商工会議所の皆さんにもお手伝いいただきまして、ありがとうございました。今回も

すごく盛況で、ほぼ全部売れておりますので、今後も安城市の中小企業の支援を進めていき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

【加藤研一会長】 

他にございませんか。 

それでは特にご意見はないようでございますので、本日、委員の皆さまから出された意見

を踏まえ、新たにスタートした後期計画でも、「幸せつながる健幸都市 安城」の実現に向

け、着実にプランを進めていただきたいと思います。以上で、議題（１）第８次安城市総合



計画（後期計画）の実績報告について、を終わります。続いて、議題（２）第２期安城市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について事務局より説明願います。 

 

（２）第２期安城市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について 

（事務局説明） 

【加藤研一会長】 

ただいま事務局から第２期安城市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗について説明が

ありましたが、ご意見やご質問がございましたらご発言願います。 

それでは特に、ご意見はないようですので、わたしから一言、第２期安城市まち・ひと・ 

しごと創生総合戦略に関しましては、第８次総合計画の後期計画と同様に昨年度から新たに

スタートしております。策定時から向上している指標と後退している指標がこちらも半分程

度ずつとなっています。実績値が算出できない指標も併せて実績の向上、目標達成に向けて

着実に施策を進めてほしいと思います。以上で、議題（２）第２期安城市まち・ひと・しご

と創生総合戦略の実績報告について、を終了します。 

続いて、議題（３）地方創生推進交付金・拠点整備交付金地方創生応援税制（企業版ふる 

さと納税）に係る事業の令和２年度実績について、事務局より説明願います。 

 

（３）地方創生推進交付金・拠点整備交付金地方創生応援税制（企業版ふるさと納 

税）に係る事業の令和２年度実績 

（事務局説明） 

【加藤研一会長】 

ただいま事務局から地方創生関係交付金を活用した事業の実績報告について説明があり 

ましたが、ご意見やご質問がございましたらご発言願います。 

【沓名俊裕委員】 

私の観点から見ると、この５ページのところの創業者数がですね、実績値で２６２人とい

う人が創業者で仕事を始められているという数字が出ていますけど、これは非常によい数

字だと思いますし、この安城でこういった創業者の人たちが、活発的に新しい事業としてや

れるということは結構だと思いますし、それに対してのＡＢＣさんの全面的なバックアッ

プをしていただいておりますので、そういった意味では非常に嬉しい数字だなというふう

に思います。 

そして今もいろんな報告があるんですけども、今コロナ禍でかなりの時代の変化が来る

やもしれないと。大きく考えてみますと、今この地域というのはトヨタ自動車さんの影響で

ですね、トヨタさんは世界一のトヨタ自動車になりましたので、そういった影響で企業の人

たちは全盛で大変忙しくてたまらないぐらいの影響があるわけですけども、これが１０年

も２０年もずっと続いてもらうことを願ってはいるんですけども、どこかでもっともっと

大きな時代の流れが来るやもしれないと。そうした中で安城もトヨタさんの依存度がかな



り高いものですから、そういった意味で安城独自の大きなものがあるといいなと思うわけ

でありまして、アメリカでもカリフォルニアのシリコンバレーのような超有名な街ができ

ているわけですけれども、いわゆる何でもやっている安城ではなくて、安城といえば昔は日

本のデンマーク安城という看板ができたように、何かそういったものがあると非常に嬉し

いなと。これから一つの大きな目指す方向があるなと思うわけですけど、私も安城としてで

すね、やはり農業という部分がベースのところが非常に大きいものですから、恵まれた農地

があって、恵まれた水があって、そういったことで安城市がこれだけ成長してきた時代があ

ることを考えますと、今はインターネットとか、ＡＩとかロボットとか、今から成長してい

く産業ではなくて、今からもうちょっと遠くを見ると農業のバイオ事業というのは、もちろ

ん食料の工場化といったものもできてくるだろうし、その他にもバイオを使ったエネルギ

ーとか、食料、薬、いろんなものがバイオから次の発展につながってくる気もしてですね、

それは１０年とか２０年とかではなくて、５０年とか１００年というサイクルになるのか

もしれないですけど、安城が目指す方向というものを大きく貫いたそんなものが一個でき

あがって方向が固まってくると、いろんなものが次の手といいますか、そういったものを考

えてこれるんじゃないかと思うんですね。 

安城市の方でですね、考えられて一つにまとまって方向が定まればですね、いろんな動き

方が変わってこようかと思いますので、ぜひともお願いしたいなと思います。よろしくお願

いします。 

【加藤研一会長】 

ありがとうございます。ただいま農業振興にいろいろとアドバイスをいただきました。一

番関係の深い明治用水の岩月委員。何か関連のあるお話がございましたら。 

【岩月豊委員】 

明治用水土地改良区の岩月と申します。やはり、安城はもともと農業中心に発展して、商

業、工業とともに発展して、今や両方が共存しあう市かなというふうに思っております。今

会頭がおっしゃられたように、農家のほうもですね、収益の作物、そういったものを作って

ですね、生産を上げて収入を上げていくということが、市民にとっても有効かなというふう

に思いますので、そういったことを策に入れて取り組んでいただければと思います。 

【加藤研一会長】 

ありがとうございました。他にございますか。菊智さんよろしいですか。いいですか。は

い。 

それでは、ご意見も出尽くしたようですので、本日、委員の皆さまから出された意見を踏

まえ、今後も引き続き しっかり事業を進めていただきたいと思います。以上で、議題（３）

地方創生関係交付金・拠点整備交付金地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る事業

の令和２年度実績について、を終了いたします。 

それではまだ時間がございますので、ここで学識経験者の皆さんからお話をいただきた

いと思います。まず、飯尾先生、お願いします。 



【飯尾歩委員】 

先ほどちょっと申し上げましたけれども、今沓名委員がおっしゃった、今後いろんなこと

が変化をしてくると、今日はすいません。ちょっと遅れてきたんですけれども、計画の進捗

状況というのはいつもながら安城市さんは粛々と進んでいるということなんですけれども、

コロナが教えてくれたことっていうのは、国なんかの政策を見ているとわかるんですけれ

ど明確な目標を持つことの大切さ、それに向かって進んでいくことの大切さということも

あるんですが、ＳＤＧｓにあてはめて物事を考えていく、それは少し推進力になると思うん

ですけれど、もう一つ柔軟性っていうものが非常に大事じゃないかということを教えてく

れていると思うんですよね。真っ直ぐ進んでいくことがいいことなのかという。 

もう一つは一極集中から地域分散、柔軟性という意味では先ほどご説明させていただい

たように、計画や補助金のあり方について、何らかの変更があった場合に、それはその地域

の力をもって、フォローアップしていく力を持つという柔軟な地域力というものを計画遂

行の中で養うってことが非常に大切だと思いますし、それを見事におやりになっていると

いうことに非常に頼もしさを感じたのと、それから沓名委員がおっしゃった依存ですよね。

補助金の依存もそうですけれども、一つの企業に依存していていい時代ではないという。お

そらくその代わりになるものというのは、安城独自のものを、今あるものを。これからはよ

そからものを持ってくる時代ではなくて、お金も含めてですね。とれるものはとってもいい

んですけれども、そこにあるものを生かす、伸ばすっていうことがすごく大事だなと思うん

ですね。マスクでもそうですし、ワクチンでもそうですけれどもよそから持ってくればいい

っていうものじゃないってことがよく分かりましたし、そういう意味では明確な目標を持

つってことも大切ですけれども、柔軟性、それから地域分散っていう考え方、バックアップ、

フォローアップができるような地域力っていうのが。ＳＤＧｓっていうのは目標を達成す

ればいいっていうことではなくて持続可能性の問題ですので、地域を持続可能なものにす

るためにはどうしたらいいのか。持続していくということは発展以上に大事だと思うんで

すよね。ですから、それがどういうふうに進んでいくのかっていうことをコロナ禍で柔軟に

考えていって、このまま真っ直ぐ進むっていうだけじゃなくって、その計画をいかに地域の

持続可能性、安城市の持続可能性に生かしていくかっていうことを考えながら、今後の期間

を過ごしていっていただきたいなと思いました。以上です。 

【加藤研一会長】 

はい。ありがとうございました。では続きまして名古屋大学大学院の安田先生、お願いし

ます。 

【安田孝美委員】 

はい。安田でございます。まずは全体のご報告を伺ってですね、非常に実直に計画を遂行

されているということに、敬意をまず表したいというふうに思います。その上で、それぞれ

の計画の達成がですね、半分くらいいっているということにはよかったというふうに思う

んですけれども、ここでですね、感染症の影響がなかったとするならば、どこまでいったの



かというイメージをですね、ぜひ皆様方各部署でですね持っていただけると次のアクショ

ンにまたつながるかなと思いますので、そのイメージを持っていただくとよろしいかなと

いうふうに一つ思いました。 

それからその感染症に関しましては、人流の制限ということがありましてですね、その中

でですね、恐らく皆さんいろんなお仕事なさってる中で、新しい気付きみたいなものがです

ね、生まれたんじゃないかなっていうふうに思うんですね。なので、そういった気付きをぜ

ひですね、共有していただいて次の計画にぜひ生かしていただきたいなというふうに思い

ました。 

それからもう一つはですね、ＫＰＩを基準としてですね、それで達成率を考えるっていう

のこれは基本的な発想だと思いますので、ここはもちろん押さえていかなければいけない

んですけれども、私はこの数字の中身ですね、ここをぜひそれぞれの職場でですね、この中

身について常に注意を払っていただきたいなというふうに感じて聞かせていただきました。 

これも全体に対する感想でございますが、ちょっと個別に少しお話をさせていただきた

いというふうに思います。 

資料２のところでですね、ＳＤＧｓについてのいろいろな施策に対する関連づけのご説

明がありましたが、これはぜひですね、全体が何か見えるような形でどこかの段階でですね、

お見せいただくといいかな。どういう意味かっていうとですね、それぞれの施策がＳＤＧｓ

の何に関連しているかっていうのはこの報告書で分かるんですけれども、全体としてです

ね、この重点戦略においてＳＤＧｓをどのような、どういう範囲でカバーしてるかっていう

ところがですね、こういう一覧できるようなそんなイメージがあるといいなというふうに

思いましたので、これはなかなか難しい問いかけかもしれませんけれども、全体でこの重点

戦略がＳＤＧｓのどのようなところをカバーしてるかっていうことが見えるといいなとい

うふうに思いました。 

それから同じ資料の中でですね、保育業務、これ以前よりお話を伺っておりまして大変素

晴らしい取り組みだなというふうに思っております。ぜひですねこれにつきましては、現場

の保育士さん、あるいはお母さん方のお話をぜひよく聞いていただいてですね、新たな利用

法みたいなところにぜひ発展していただきたいなという感じを改めて今日報告を伺ってで

すね、思いました。 

それからＳＤＧｓの未来会議Ｕ－２４の話であるとかですね、あと e スポーツの話であ

るとかですね、このあたりは、先を見ている自治体は結構この子供向けのＳＤＧｓの活動と

かですね e スポーツをどうしていくかっていうのはこれかなり熱い感じで動いていると思

いますので、ぜひ安城市さんもですね、恐らく若い職員の方が中心になろうかと思いますが、

ぜひ若い職員の皆さんに知恵を出していただいて、このＳＤＧｓの子供たちへの取り組み

とそれから e スポーツに関して安城市がどんなことができるのかということですね、ぜひ

今後議論していただけるといいかなというふうに思いました。 

それから、すいません連続で、資料３のまち・ひと・しごと創生につきましてなんですけ



れども、これも先ほどＫＰＩの数字の中身の話をさせていただきましたが、これも同じなん

ですけれども学校ですね、子供たち児童生徒が授業が楽しいか、分かりやすいかって話があ

って、それに対してＫＰＩが向上してるからよかったねって話になってるんですけれども、

これぜひ現場のやっておられるかもしれませんが、児童生徒、先生の生の声をぜひ吸い上げ

ていただいて、この％上がったっていうのはどういう意味なのかっていうところをぜひ分

析をしていただき、よりまた子供たち、あるいは、先生たちの満足度が上がるように努めて

いただければなというふうに思います。創業者数に関しても同じです。数が増えたというこ

とは非常にいいことなんですけれども、それが今後どういうふうに安城市の産業に寄与し

ていくのかっていうところを含めて分析をぜひお願いしたいなというふうに思います。 

最後に資料４につきまして、これですね大変これも興味深いプロジェクトが幾つも並ん

でおりました。その中で、これも評価基準の話なんですけれども、例えばマーガレットハウ

ス整備事業におきましては、これ目的が子供さんも増加そして雨天時における対応ってい

うことが書いておりましたけれども、これに対するデータがちょっと見えなかったんです

ね、全体の入場者数っていうのは分かったんですけれども、じゃあ子供さんがこれで増えた

のか、雨天時にこれをやる前と後で、入場者に影響があったのかどうかっていうところが多

分大事なのかなっていうふうに思いました。 

同じようにフローラルプレイスにおきましても、この目的が若者世代に届くようにって

いうことであるならば、若者世代に対して前後でどういう変化があったのかっていうとこ

ろをぜひ分析をされた方がよろしいのかなっていうふうに思います。 

最後にですね、先ほど沓名委員がおっしゃられた創業者数を増やすっていうスタートア

ップの話なんですけれども、おっしゃられたとおりですね、この安城市は農業が非常に有名

ということもありましてバイオを目指すという一つの方向だと思います。 

それだけではなくてですね、やはりこの安城市からやっぱりスタートアップ、創業者がどん

どん出てくるような環境をいかにつくるか、これは非常に重要な話だというふうに思いま

すので、そのために何が必要かというとですね、このＡＢＣもちろんそうなんですけれども

目利きだと思うんですよね。 

ただ、誰でも、もちろん創業してくださいってことも大事なんですけれども、その中でこ

こは重点的に大人たちがフォローしましょうよってなったときにですね目利きが大事だと

思うので、このスタートアップに関するその目利き機能というのは安城市さんもぜひこれ

からつけていっていただいてですね、将来性のある創業者を応援できるような大人たちが

応援できるような体制をぜひとっていただきたいなというふうに思っております。長くな

りましてすいません。以上でございます。 

【加藤研一会長】 

はい、ありがとうございます。では続きまして学識経験者ということで杉浦先生、お願い

します。 

【杉浦昭子委員】 



ありがとうございます。学識経験者に入っているのがいいのか分かりませんけれども、ス

ギホールディングスということでスギ薬局を、創業いたしまして、安城にもたくさんお店を

出させていただいております。 

今は１４００店舗ぐらいになりまして、おかげさまで皆様のご支援をいただきながら、店

舗拡大しているところです。本当に薬局という業種ですから、本当にも赤ちゃんからお年寄

りまで、いろんな方々の対応ができるということで、本当にあの地域に根ざして、その地域

の方々の健康を守りしながら生活の質を上げていくというような対応に努力しているとこ

ろです。 

これからも努力させていただきたいと思います。本当にありがとうございます。 

【加藤研一会長】 

ありがとうございました。まだちょっと時間がありますので、何かございませんか。まだ

発言されてない方で。よろしいですか。 

それでは事前にですね、質問を出して回答していただいた一覧ですね。裏面の方の資料２

重点戦略のところのつながり促進事業というところですね、私たち町内会長がですね、小学

校とか中学校と健全育成会議に呼ばれるわけですけれども、そこで近くの中学校、小学校の

話を聞くことが多いのですけれども、そうすると不登校の問題がかなり多いんですね。そん

なにいるのだなと私の感覚からすると、そういう状況なんです。今回の質問からすると、市

として直接取り組んでおられる事業の他にですね、市の市民活動補助金などを使ってです

ね、積極的に取り組んでみえるところがいくつかあると、私がたまたま市民活動の推進会議

に出ておりますので、そこでこの令和３年に名前が出てきたところではオルタナティブス

クール大きな木とか、それからおこのみ会ですね。こういったところもございました。発表

の内容を見ていますとね、本当にボランティアということで資金集めからご苦労されてい

るというところで切実に感じましたので、取り上げさせていただきました。こういったボラ

ンティアの団体がどれくらいあって、どれくらいの子どもたちを見ていていただいている

のか、そういった数字がもし分かれば、この回答にプラスしてお願いしたいなと。 

【教育振興部長】 

はい。教育振興部長でございます。現在ですね、このオルタナティブスクール大きな木、

おこのみ会、この２団体とは接触を始めて、お話を始めたところでございまして、あとです

ね、市内でいくつかの団体があるということはお聞きしていますけれど、具体的にどれくら

いの子どもさんたちが関わってみえるという数字は持ち合わせておりませんので、よろし

くお願いいたします。 

【加藤研一会長】 

ありがとうございました。 

【渡邉裕子委員】 

おこのみ会は、毎週内容は変わるんですけど、基本的に子どもが自分からやりたいってい

うものをやれるようにボランティアさんたちが準備をしてくださっていて、楽しい会にな



っているので、本当に市の皆さんにもう少し知っていいただいて、学校の校長先生もそうい

う活動があるというのを知らないということを言っていたので、本当に勧めていただけた

ら嬉しいかなと、学校に行くのが苦手な子がたくさん今いると思いますので、本当になんで

学校に行かないんだだけではなく、学校に行かなくてもこういうことがやれるんだよって

いうのを知っていただけたらいいかなと思ってます。 

【加藤研一会長】 

今のおこのみ会もそうなんですけどね、大きな木の方も週５日ということでびっくりし

まして、学校と一緒だなと、皆さまがそういったボランティアということで、こういう事業

に取り組んでいただいて、本当にありがたいことだと思っています。引き続きよろしくお願

いしたいと思います。 

【久恒美香委員】 

先ほど、おこのみ会は週１回って話で、大きな木さんは元々は週３回とかだったんですけ

ど、今年度は補助金事業も入ったので、週５日になって、活動拠点が青少年の家が中心だと

思うんですけれど、それだけではなくて週１回はパークデーみたいのがあって、堀内公園に

行ったり、近くの公園で体を動かすことをするっていう日を作ったりされています。 

おこのみ会さんのほうも、交流センターが中心だと思うんですけれど、じっと中にこもっ

ていろいろされてるだけではなくて、そこにある多目的ホールの方で体を動かすことをさ

れたり、考えたことを実行する中で、調理をしてみるとか工作をするとか考えて何かを作る

ってことをされてるので、それぞれに合った人たちが、それぞれの場所にいるってことで。 

もちろん、そういう場所じゃなくて市が用意してくれた３か所もいいところだと思うん

ですけれど、場所的な問題であったり、通える環境にある、ないとか、そういったことで違

う場所に通う人もいるってことで、大きな木さんとかおこのみ会さんを利用される方がい

らっしゃると思います。なので、それぞれを認めて、それぞれがいいところがありますので、

どこかで不登校の人たちが通える場所ができるといいなと思っています。 

【加藤研一会長】 

はい。ありがとうございました。他はよろしいですかね。それではこれで議題のほうを全

て終わりましたので、事務局にお返しします。 

 

３ その他 

【事務局】 

はい。事務局でございます。 

皆さま活発な議論、そして貴重なご意見ありがとうございました。最後に部局からご案内

をいたします。安城市は昭和２７年５月５日に市制を施行しまして、令和４年度に市制施行

７０周年を迎えます。 

この市制施行 70 周年に「幸せつながる健幸都市 安城」の実現に向けて記念事業を行う

にあたりまして、そのテーマを「ともにかなえる」とし、記念のロゴマークを決定いたしま



した。このロゴマークですが、安城市出身のグラフィックデザイナーでございます廣村正彰

さんに作成をいただきました。３つの案から、市内の小中学校に通う児童生徒の皆さんによ

る投票を経て決めたものでございます。 

市制施行 70 周年に向けまして、「ともにかなえる」というテーマと記念のロゴマークに込

めております「多くの市民がつながりを深めることで、誰もが活躍できる機会」を創出する

ための施策を進めてまいります。 

「ともにかなえる」というテーマにご賛同いただける皆様に、ぜひ記念のロゴマークを皆

さま方の事業においてもご活用いただきたいと考えております。また、民間の皆様とともに

公民連携による事業も行ってまいりたいと考えておりますので、関心をお持ちの方におか

れましては、ぜひ事務局となります健幸=SDGs 課までお問い合わせをいただくようどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

それでは以上をもちまして、令和３年度第１回安城市総合計画審議会を終了いたします。

今回は現任期での最後の審議会となります。委員の皆様、本当にありがとうございました。 


